
地域で
つくる 福祉のまちづくり

  誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせる
福祉のまちづくりを目指して ※詳細は裏表紙へ
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№ 373しばた社協だよりは、ボランティアグループ音声訳「むぎの会」により音声訳されています。

社会福祉法人 新発田市社会福祉協議会編集・発行

地域で
つくる 福祉のまちづくり

外ヶ輪地区

川東地区（二層協議体）

加治地区

住吉地区（二層協議体）

と
も
に
未
来
へ

～地区福祉活動計画の推進に向けて～

想いをひとつに

　話し合いの場では、各地区の話し合
いのテーマによって、自治会役員、コ
ミュニティ協議会、民生委員児童委員、
老人クラブ、保健自治会、子ども会、
青少年育成協議会、食生活改善推進委
員協議会、地域団体の活動者、地域包
括支援センターなどさまざまな立場の
方からご参加いただきました。地域福
祉活動計画を振り返り、地域全体の支
え合いの仕組みについて話し合いをし
たり、活動の推進に向けた団体間の情
報交換、地域に必要なこと、地域に関
する課題の整理や共有などを話し合い
ました。
　今後も福祉のまちづくりに向けて、
話し合いの場で検討された内容をもと
に、市民の皆さまと共に地域福祉事業
に取り組みます。

日　程 名　称
9月28日 第１回 住吉地区福祉懇談会
10月29日 第１回 川東地区「地域の話し合いの場（仮）」
12月5日 外ヶ輪地区地域みまもり隊研修会＆交流会
12月11日 加治地区福祉懇談会
12月19日 第２回 住吉地区福祉懇談会

日　程 名　称
1月18日 二葉地区町内会長会福祉懇談会
1月19日 五十公野地区福祉懇談会
1月25日 松浦地区区長会福祉懇談会
1月30日 第２回 川東地区「地域の話し合いの場（仮）」
2月22日 菅谷地区福祉懇談会

開
催
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告

開
催
予
定

　新発田市と新発田市社会福祉協議会では、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせる福祉のまち
づくりを目指し、さまざまな地域活動をされている住民の皆さまと「地域づくり」「支えあいの推進」
「地域の課題」などのテーマについて、各地区の自治会の協力のもと話し合いの場を開催いたしました。

ふだんの くらしを しあわせにふ
く し

社会福祉法人 新発田市社会福祉協議会問い合わせ先

専用駐車場Ｐ

新発田市
ボランティア
センター

カルチャー
センター

新発田駅

県立新発田病院

〒957ｰ0054　新発田市本町4ｰ16ｰ83（ボランティアセンター内）
TEL 23ｰ1000 FAX 26ｰ3300
（土・日・祝日を除く）

ホームページ http://www.shibata-shakyo.or.jp
社協だより（PC版）がご覧になれます



『雪のけ隊』 出陣式を行いました！
　去る12月18日（水）新発田市ボランティアセンターにて、除雪ボランティ
ア『雪のけ隊』の出陣式を行いました。「誰かのためになるなら」「自分
自身の健康のために」などの声が聞かれました。
　今年も本格的な雪シーズンに向けて気持ちの良いスタートが切れました。

【問い合わせ】
新発田市社会福祉協議会　地域福祉課　TEL 23－1000

活動の流れ 活動報告除雪活動ご依頼ボランティア登録

一緒に活動をする仲間を募集しています
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いくつになっても、何度でも、挑戦することができる

仕事の セミナー3
受講料無料
各定員15名
要申込（先着順）

「働く」ことの意義を考え、心構えや喜び等を学び感じるきっかけづくりとして各種講座を開催いたします。

日時：令和２年２月13日（木）
　　　午後１時30分～３時
会場：新発田市地域交流センター
　　　あおり館 屋内広場
講師：認定NPO法人 とらい夢
内容： レクリエーションを通した

体力づくり、コミュニケー
ションの体得、健康講話

※動きやすい服装でお越しください

❶体
たい

セミナー
日時：令和２年２月18日（火）
　　　午後１時30分～３時
会場：新発田市ボランティアセンター
講師：ハローワーク新発田
内容： ハローワークの紹介、求

職活動の内容、自己理解
の促進

※ 仕事を始める前の基礎情報の
獲得

❷知
しっ

セミナー
日時：令和２年２月25日（火）
　　　午前９時～午後１時30分
集合時間：午前８時45分
集合場所：新発田市ボランティアセンター
内容：①職場見学（バス送迎あり）
　　　　しばたパッカーズ株式会社
　　　　株式会社ウオロク（コモ店）
　　　②仕事体験（菓子作り）
※各自昼食をご用意下さい

❸納
なっ

セミナー

【各講座について】対象者：社会との関わりに不安がある方や就労経験が少ないことで「働く」イメージを持ちにくい方
修了証：各セミナーを受講後、修了証書を発行します

新発田市社会福祉協議会　地域福祉課　TEL 23－1000
【問い合わせ・申し込み先】 主催 新発田市社会福祉協議会

共催 新発田市

２新発田市社協だより№373

使用済切手・テレカ等カード類収集活動 全国で活動する福祉団体のための活動費となります

片山食品株式会社
NPO法人きいろいふうせん
特別養護老人ホーム　ヒルトップくしがた
新発田中央高等学校
新発田市役所
東北電力㈱新発田営業所
新発田東新町簡易郵便局
新発田市紫雲寺地区保健自治会
新発田地域振興局
丸運建設㈱下越支店
明治安田生命　新発田営業所

エコ文具のHaga
ボランティア紫雲寺友の会
加治川商工会女性部
新潟県立新発田病院地域連携センター
浅野　雄太
本田　正司
野本　キヨ
新発田市老人クラブ連合会女性部
地域活動支援センター フリースペースみのり
匿名　　13名

収集ボランティア活動 令和元年9～12月分（敬称略・順不同）

ご協力

ありがとう

ございました

視覚障がい者（児）ガイドヘルパーを募集しています
　ガイドヘルパーとは移動介護従事者の通称であり、障がいのある方の外出支援をする職種です。その中でも、視覚障が
いにより移動が困難な方を対象とした外出支援をするガイドヘルパーを視覚障がい者（児）ガイドヘルパーと言います。
　新発田市社会福祉協議会では、登録されたガイドヘルパーのご協力のもと、買物や通院など視覚障がい者（児）の外出
支援を行っています。空いた時間を活用し、外出支援が必要な方をサポートしてみませんか。

「暮らし」と「住まい」の

～誰もが最期まで自分らしく、住み慣れた地域で暮らし続けるために～
ふくし相談会を開催します♪

問い合わせ・申し込み先
新発田市社会福祉協議会
地域福祉課 TEL 23-1000

FAX 26-3300

日時　令和2年3月29日（日）
　　　午前10時 ～ 午後４時
場所　新発田市ボランティアセンター

共催 協力新発田市 　　新潟県弁護士会　新潟県司法書士会　関東信越税理士会新発田支部　新潟県行政書士会下越支部　
　　新潟県宅地建物取引業協会新発田支部　新発田市建設業協会　地域包括支援センター

将来のこと 財産のこと 不安なこと
遺言、生前整理・贈与、
建物の取り壊し・維持、
空き家管理などに
関すること

相続の手続きや税金、
不動産の売買・賃貸・
利活用、登記などに
関すること

親族や近隣トラブル、
借金問題、病気や健康に

関すること

成年後見制度や
介護保険サービスなど
の福祉制度に
関すること

制度のこと

　ご相談の内容に応じて、さまざまな分野の専門家による適切なアドバイスを受けることができます。
「暮らし」や「住まい」に関する福祉の悩み事や困り事を抱えている方は、お気軽にお問い合わせください。

相談無料
（先着順）

※事前の申し込みが必要です

1月20日㈪～3月19日㈭
【申込期間】

【問い合わせ・申し込み先】
新発田市社会福祉協議会 地域福祉課　TEL 23-1000

❶支援内容
視覚障がい者（児）に付き添って移動のサポー
トをします （身体介護なし）
（例）通院・買物・趣味活動への参加 など　

❸従事時間
主に午前９時～午後５時の間で、利用者からの
依頼内容に応じて活動時間が変動します。（要
相談で上記時間以外の活動もあり）
ご都合に合わせて活動可能です。
【１回あたりの活動の平均時間：約２時間】

❷活動報酬
時給単価 1,390円～
※夜間、早朝、短時間活動時は割増あり

❹申込要件
●60歳以下の方
●移動支援従事者養成研修にご参加いただける方
　（研修費は全て自己負担となります）
※ 移動支援従事者養成研修または同行援護従事者養
成研修を受けたことがある方は、研修受講を免除
いたします。

障がい者支援にご興味がある方を
お待ちしています！

【
募
集
内
容
】

３ 新発田市社協だより №373

し
ば
た
社
協
だ
よ
り
は
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た『
赤
い
羽
根
共
同
募
金
』の
配
分
金
と
社
協
会
費
で
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。


